
 

探究のとびら 生徒に探究学習の取組を紹介してもらう不定期企画第 1弾！ 
 

～ 総合的な探究の時間「高校 PR班」より ～ 

 総合的な探究の時間「高校 PR」班の活動の一環で能登高校のインスタグラム 

のアカウントを作成しました。能登高校を志望する中学生に最新情報を伝える 

ことを目的としています。普段の授業の様子や学校行事を主に投稿しているため、 

一回の学校見学だけではわからない本校の雰囲気を感じることができます。 

二次元バーコードからアクセスできるので、定期的に覗いてみてください。 
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覗
き
に
き
て
く
だ
さ
い
！ 

 11月 14日 日本海北部地区生徒研究発表大会（水産） 

 富山県立滑川高校で行われた北陸 4県（石川県、福井県、 

富山県、新潟県）で水産を学ぶ高校生がそれぞれの探究の取 

組について発表する大会に、本校から３２Hの山本、畑下、 

出口の 3名が参加しました。非常に専門性の高い他校の取 

組に触れて刺激を受けただけでなく、探究の改良に向けた情 

報提供や助言をいただける貴重な機会となりました。 

 11月 14日 宮崎県立海洋高校との交流会 

 宮崎県立海洋高校から学生 3名が来校し、本校 3年の水産選択生との交流会及び開発された備蓄缶の贈呈式

を行いました。宮崎県立海洋高校では「備蓄缶プロジェクト宮崎」というプロジェクトのもと備蓄缶を企業と共

同開発しており、今年度は石川県の郷土料理である「サザエ飯」の缶詰を開発しました。この缶詰を被災地の

方々に届けたいと能登高校に来校され、開発にあたっての想いなどを伝えていただきました。頂いた備蓄缶は高

校近辺の仮設住宅にお住いの方々にお届けしました。 

 

 11月 1６日 家庭部 地域との交流会 

 柳田公民館にて、家庭部が調理を通して地域 

と交流するイベントを企画、実施しました。当 

日は地域住民の方 8名に参加していただき、 

「芋だこ」を一緒に作りました。地域の方々か 

らは「高校生と交流する機会はほとんど無いの 

でとても楽しかった。また参加したい」などの 

言葉をいただきました！ 



 

 

   

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行田市よりお米をいただきました 

 書道部が文字のデザインを担った行田市の田

んぼアート実行委員会様より、行田市の田んぼ

で作られたお米をいただきました。頂いたお米

は生徒に配布し、学校の授業でも活用させてい

ただく予定です。 

 １月行事予定 

0５日（日）～ ６日（月） 大学入学共通テスト同時刻演習  

0７日（火） 始業式  

0７日（火）～１５日（水） 面談週間（45分授業） 

0８日（水） 服装等容儀指導⑤ 

１０日（金） 危険物取扱者試験 

１１日（土） 土曜スクール④ 

１３日（月） （成人の日）0 

１５日（水） いじめ調査⑨ 

 

１７日（金） 第３回英検（１次） 

１８日（土）～１９日（日） 大学入学共通テスト 

１９日（日） 情報処理検定 

２０日（月） 鳳雛塾⑬（模試振り返り） 

２５日（土） 鳳雛塾⑭（公務員講座） 

２６日（日） 簿記検定 

２８日（火） ３年学年末考査発表 

３１日（金） 生徒研究発表会（３年） 第３回漢検 

１２月 6日、１３日 食育講座で目指せ自炊名人！ 

 進路が確定した 3年生を対象に、能登町食生活改善推進協議会の方に食育講座を開いていただきまし

た。料理に不慣れな生徒も、助言をいただきながらブリの照り焼きなどの美味しい料理を作ることができ

ました。 

 

共通テスト演習頑張っています！ 

 大学入試共通テストまで残り 1か月を切り、受験

を予定している生徒は最後の追い込みの演習を行って

います。生徒たちは集中して取り組んでおり、先生方

の解説にも気合いが入っています。 

 

１２月１２日 漁協の仕事体験 

 次世代の地域産業を担う人材育成事業の一環として、３２H水産選択生を対象に漁協の販売事業を体験

的に学ぶ実習を行いました。魚の選別作業から始まり、自分たちで選別した魚を使用した模擬セリ体験、

セリのデータ打ち込みをさせていただきました。普段目にすることの少ない漁協の役割を体験的に学ぶ機

会とあって、生徒たちはとても楽しみつつ、真剣に取り組んでいました。午後は模擬セリ体験で使用した

魚を持ち帰り、製造実習を行いました。完成度が高く美味しいものばかりで、今後の製品開発に生かして

いきたいと思います。 

  

 


